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企画展「北村画聖一彫刻と書画展－」開催

今回の展示作品のひとつである「将軍の孫」は、筋

肉質の動的な表現が多い西望の作品の内では例外的

な、麦わら帽をかぶり敬礼している少年の可愛らし

将　い像で当時5歳の長男をモチーフにしたといわれて
蓋　　います。
の　　これは、大正7年、第12回文展に出品され、当時、
孫　青山にあった学習院の幼稚園と、府中刑務所に設置

されました。現在では井の頭彫刻図2号館の前に置か

れていますが、人気のあるこの像は井の頭公園のみ

ならず、箱根の彫刻の森美術館や八王子駅北口など、

各所に置かれており、最も親しまれている作品とい

えます。

また、西聖は彫刻だけでなく、個性的で奔放さと

風格をそなえた書で知られていますが、今回の展示

作晶に「たゆまざる　歩みおそろし　蝿牛」の書があ

ります。100歳を迎えるにあたって刊行された図録の

中で西聖は「私はこの言葉が大好きである。いつの

間にか100歳になったが自分の足跡のように思えてな

らない」と語っています。
一世紀近くに渡って、芸術の道をたゆむことなく

歩み続けた西聖の、これらの作品群を展望し、今な

お多くのファンを惹きつけているその魅力を感じて

いただければ幸いです。
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